
 

実地技術支援のご案内

「INNOVESTA! 2013」（本部施設公開）
～“スゴイ”が“見える”都産技研～

　9月20日（金）・21日（土）の2日間、都産技研本部の施設を公開し、
さまざまなイベントを行います。名称の「INNOVESTA!」は 
InnovationとFestaを掛け合わせて都産技研が独自に作成した造語
です。次世代ものづくりの施設公開イベントにちなんでいます。
　9月20日は企業さま向けに、研究室ごとに理論から実践までを体
験できる「ワークショップ」などを行います。9月21日は一般のお客
さま向けに、お子さまも楽しく工作できる「ものづくり工作教室」な
どを開催します。その他、2日間に渡り、特別講演やスペシャルイベ
ント、ロボット展示などのさまざまな企画を予定しています。普段は
見られない都産技研の施設を自由に見学できるこの機会に、ぜひご
参加ください。

9月20日（金）・21日（土）10：00～17：00

●場所　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 本部　
　　　　（〒135-0064 東京都江東区青海2-4-10）

詳細は次号「TIRI NEWS 9月号」にてお知らせいたします。

はじめに

製作工程と評価方法

環状ばねの性能

今後の展開

　ばねは、あらゆる機械、装置あるいは機構に用いられてお
り、産業・工業分野をはじめ、幅広い分野において必要不可
欠な機械要素です。ばねは金属製のものが一般的ですが、金
属材料よりも軽量で優れた特性を持つCFRPは、ばね材料と
して最適です。しかし、費用対効果の面から、CFRP製ばねの
製品化例は見られません。
　そこで、簡易で量産可能な製作方法によりコストを抑え、
円弧部と直線部で構成されるCFRP製環状ばねを製作しま
した。

　炭素繊維とエポキシ樹脂から構成されるプリプレグシー
トを、厚さ1mmとなるように金型に巻き付けました。電気
炉内で80℃×1.5時間、さらに、135℃×2.5時間加熱し、
CFRPパイプを製作しました。その後、ダイヤモンド工具を
用いてCFRPパイプを幅20mmごとに切り出し、環状ばね
を製作しました（図1）。
　万能試験機を用いて環状ばねの変形挙動を観察し、ばね
定数・最大荷重（破壊荷重）の測定を行いました。また、疲労
試験機を用いて、繰り返し荷重に対する耐久性（疲労寿命）
を評価しました。
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図1　製作したパイプ（左）と環状ばね（右）
※環状ばね上下面には他の部品と接続するための

平坦部を設けた

図2　最大繰り返し荷重と破断繰り返し数の関係
※耐久性（疲労寿命）を考える上で基本となる関係

図3　製作中の除振・防振テーブル
※制振材料を組み込み、さらなる性能向上を目指す

　最先端を行く材料である炭素繊維強化プラスチック（CFRP）を使い、コイル状でも板状でもない、軽量で実用的な
環状（リング状）のばねを製作しましたのでご紹介します。

電子・機械グループ　　<多摩テクノプラザ>　
　　　　  西川 康博　TEL 042-500-1263
　　　　  E-mail：nishikawa.yasuhiro@iri-tokyo.jp

　環状ばねのばね定数は6.84N/mm、最大荷重は246Nと
なりました。同じばね定数を持つ金属製コイルばねの質量と
比較すると、環状ばねの質量は約1/9となりました。また、寸
法（厚み、幅、直線部長さ、円弧部の半径と角度）と材料特性
（引張弾性率）の6つの設計パラメータを用いて、簡易な計算
式から、ばね定数を事前に予測できることがわかりました。
　疲労試験の結果、最大荷重の約65%の荷重条件でも、100
万回以上の繰り返しに耐えることがわかりました（図2）。

　製作したCFRP製環状ばねは、実用新案（登録第3183939
号）を取得しました。今後は、除振・防振テーブルの製作（図
3）や、軽量性を生かして車いす・動作補助具への適用を目指
します。興味をお持ちいただけましたら、多摩テクノプラザ
までぜひご連絡ください。

CFRP製環状ばね
　　～先端材料を使った、ちょっと変わった形のばね～

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

　都産技研では、企業や大学･業界団体から共同研究のテーマを募
集し、相互に経費と課題を分担して新製品や新技術の開発を目的と
した研究を実施しています。募集は年2回実施し、今回は第2回目の
募集です。事前に都産技研の技術相談や依頼試験などの支援メ
ニューをご利用され、担当職員とご相談の上で共同研究実施の準備
が整ったものが対象です。研究成果からは数多くの新製品や特許が
生まれていますので、本事業をご活用ください。　　

●受付期間

平成25年9月2日（月）～平成25年9月10日（火）
（土・日曜日は除く）

●研究期間

平成25年11月1日（金）～平成26年9月30日（火）

●採択テーマ数 20件程度
●選考方法  書類および面接審査により実施

★詳細はhttp://www.iri-tokyo.jpをご覧ください。

【技術内容についてのご相談】
技術経営支援室 総合支援窓口 TEL 03-5530-2140
【申請書類についてのご相談】
開発企画室 TEL 03-5530-2528

平成25年度共同研究(第2回)募集案内

　工場や事業所へお伺いし、現場が抱える課題のご相談にお応えします。職員が伺う場合（無料）と都産技研登録のエンジニアリングアドバイ
ザーが伺う場合（一部有料）があります。

事業内容 支援分野種類

実地技術支援A

実地技術支援B

実地技術支援C

●高度な専門知識、経験を有するエンジニアリングアドバイザー（外部専門家）を派遣い
たします。
●1年間に20日までの利用が可能です。
●料金は11,200円／日です。
●都外生産現場での支援では、東京駅から最寄り駅までの鉄道営業キロ数が50kmを超
える場合に交通実費を負担していただきます。

●職員と都産技研登録の技術指導員が工場等の生産現場にお伺いし、技術的な支援を行
います。
●1課題に付き1日のみのご利用となります。
●料金は無料です。
●都外生産現場での支援では、東京駅から最寄り駅までの鉄道営業キロ数が50kmを超
える場合に交通実費を負担していただきます。

購入した加工機械の治具のつくり方や
加工する際の注意点等のご相談
実際にお客さまの現場にお伺いし、購入された加工機械を使って加工
のできばえを確認しながらご説明し、注意点等の指導を行いました。
これによりお客さまの社員の方の技術向上を図ることができました。

●職員が工場等の生産現場にお伺いし、技術的な支援を行います。
●料金は無料です。

電気
機械
金属
化学
放射線
生産管理
ISO
ファッション
デザイン
騒音振動
燃料電池
環境
商品評価
特許
プラント設計
その他

●ご利用方法
まずは、下記までご相談ください。

本部 技術経営支援室 総合支援窓口  

技術支援の内容をお伺いしたうえで、上記A～Cのどの支援
が適切かをお客さまとともに考えさせていただきます。

TEL 03-5530-2140（直通） 

実地技術支援の事例
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